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平成 15 年 6 月 22 日 

理事各位 JTU 東北ブロック協議会 

理事長 蒲生 光男 

 

15 年度理事会・社員総会報告・理事会議題案 

 

■ 期 日 平成 15 年 6 月 14 日 

■ 場 所 愛知県蒲郡市商工会館 

■ 理事会猪谷会長挨拶 

 サーズ問題でトライアスロン界も大変な状況だ。蒲郡市で WC 開催決まるまで紆余曲折があっ

た。この問題で個人の健康管理が大切で、検温など基本的なことをきちんと実施しなければなら

ない。 

 2005 年蒲郡市で世界選手権大会が開催されることが決まった。愛知県で開催される「愛知万博」

開催期間にあわせて開催されるもの。社員総会で、蒲郡市長・マクドナルド会長・韓国トライア

スロン連合会長が挨拶される。 

 

□ 議 題  

(1) 14 年度決算報告、監査報告・15 年度一次修正予算について 

両議題案は原案のとおり可決された。説明の中で、事務局長より 2005 年世界選手権大会

開催関係で事業収入が増えている。いわばひも付きの収支であり組織委員会は今秋にも立ち

上げられる見込み。 

 また、未収金が 15,525 千円、未払い金が 19,025 千円あり、財務の健全化が必要。 

結果として、地域団体や理事立て替え金の清算が遅れている。未集金ではまだ正会員会費 70

万円も未収とのこと。 

  (2) 専門委員会構成案 

   専門委員会の各ブロック協議会連絡員も含めた構成案が示された。東北ブロックは国際委

員会委員について選任を検討しなければならない。 

□ 報告 

(1) ブロック報告・専門委員会報告・役員会、専門委員会について・SARS 対策について・盗撮

防止対策について・社員総会について・後援大会について 

(2) トライアスロン保険について 

 

 この中で、JTU 後援大会の後援料について、福島県原町大会などの後援金額を再検討してくれ

るように再度依頼した。いずれ来シーズンに向け適切な方針が決定されると思う。 

  

次回理事会は 10 月 12 日千葉県千葉市幕張大会会場で解されることが決まった。 

 第四回理事会は 12 月 20 日、第五回理事会 16 年 3 月 27 日いずれも都内で開催 

 平成 15 年第二回社員総会は 3 月 27 日都内で開催される予定。 
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■ 社員総会 午後 1 時より 3 時まで 

■ 挨 拶 開催に先立ち、地元蒲郡市長・韓国トライアスロン会長。ITU マクドナルド会長か

ら挨拶があった。特に来年開催に迫ったアテネオリンピックでは、色は何色でもメダルが欲

しいと発言がなされた。 

また、猪谷会長から、高円宮久子妃殿下が日本トライアスロン連合の名誉総裁に就任の見

通しであり、妃殿下もすでに受諾の意向であるということだった。会議途中で猪谷会長は妃

殿下を迎えに途中中座された。 

(1)14 年度決算報告、監査報告・15 年度一次修正予算について 

(2) 専門委員会構成案  

いずれも可決された。 

□ 報 告 

長崎県より、五島列島で開催されたアイアンマン大会で、地元の実行委員および愛好者が

協会を立ち上げ 100 名近い人が 3 種公認審判員資格を取得、連合への会員登録を行ったとの

報告があった。ほとんどが大会を支えるボランティアであることも報告された。 

  

理事長より以下について苦言および依頼があった。 

(1) トライアスロンキット配布した後の状況はどうか 

(2) 社員総会の出席が悪い、委任状を提出すればいいというものでない。出席は義務である。

ブロック理事は出欠を把握しているのか？ 

実際出欠の確認は、福島・山形・青森・岩手は把握、宮城・秋田県は誰が社員なのかわ

からない。 

(3) JTU 公認トライアスロン選手保険について、選手ボランティアの安全の確保とともに、

連合の利益にもつながっている。もつと普及させる努力が必要だ。 

(4) 地域ブロック協議会の理事会などについて、可能な限り本部より出席させたい。意思疎

通を図る努力をしたい。 

(5) 今年の静岡国体で、トライアスロンがデモンストレーション競技として開催される。昨

年高知県佐賀町で開催されたアクアスロンに次ぐもので、トライアスロンとしては初め

ての開催。9 月 13 日～15 日の間に開催される。 

 

■ 東北ブロック協議会理事会議題として 

① 14 日理事会・社員総会報告 

② おしんレース報告、日本選手権大会代表選手選考について 

男子、中川選手・女子武藤選手の両名(いずれも宮城県協会種族)について検討したい。中川

選手はスイムタイムが優秀であり、お台場でも今後のトレーニングでも期待できるのではな

いか、武藤選手は昨年出場の経験があり、特に得意のランが今回も冴えた結果といえる。 

 また、ジュニアの選手で秋田県協会佐々木望選手がラン途中両足疲労骨折で入院というア

クシデントがあった。その後おしん大会事務局長加藤氏より報告があり、幸い骨折は避けら

れ筋肉痛だったということでほっとしている。 
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③ 各県総会資料提出について 

各県資料がないと、各県の執行体制・各県社員氏名・予算決算・登録会員数などについて何

ら把握できない。 

④ 東北各大会の保険の実態について、詳細について把握しておくべきと思っている。昨年の宮

古島大会のスイム事故でボランテイァが起訴された事実を無視できない。 

⑤ 東北トライアスロンサーキットの途中報告 

⑥ みちのく 101 キロマラソン大会報告 

⑦ 七ヶ浜大会の進捗報告 

本大会について審判員協力状況は？異論を唱える関係者がいることを聞いているのでその解

決策は、 

⑧JTU マガジン配布について、各県協会の会員登録状況は現在どうか 

4 月号 平成 14 年 12 月まで加盟団体から JTU に登録した会員 

6 月号 平成 15 年 4 月まで加盟団体から JTU に登録した会員 

8 月号 平成 15 年 7 月 15 日まで加盟団体から JTU に登録した会員 

10 月号 平成 15 年 9 月末まで加盟団体から JTU に登録した会員 

12 月号 平成 15 年 11 月まで加盟団体から JTU に登録した会員 

平成 16 年 2 月号 平成 15 年 12 月まで加盟団体から JTU に登録した会員 

⑨その他 

お忙しいところ出席いただく理事各位には大変ありがたく思います。率直な意見交換をし

たいと思います。よろしくお願い申し上げます。 

以 上 

 

 

 


